
館林市立第四中学校 学 校 評 価 一 覧 表 （様式１）
自己評価 Ａ：80％以上 Ｂ：60％以上 Ｃ：40％以上 Ｄ：40％未満

羅 針 盤 自己評価① 自己評価②
方 策

評 価 対 象 評 価 項 目 具 体 的 数 値 項 目 生徒 保護者 教師 改 善 策 ① 生徒 保護者 教師 改 善 策 ②

Ⅰ 保護者との １ 保護者への情報 ①「学校や子供の様子が分かる」と答 ①学校HP、スクールMailアシスト、 77 95 100 引き続き、保護者や地域と連携・協働 77 94 100 引き続き、保護者と連携・協働してい

連携 提供 えている保護者が80％以上 ホーム＆スクール、通知との併用 A していくために、ＩＣＴを活用した情 A くために、通知とホーム＆スクールの

による広報活動の充実を図る。 報発信をしていく。またﾎｰﾑ＆スクー 両方で情報発信をしていく。（個人情報

ル未登録保護者に登録を促していく。 については細心の注意を払っていく。）

②連絡メールやたより、学校HPなどか ②学校HP、スクールMailアシスト、 88 97 87 引き続き、保護者や地域と連携・協働 83 98 97 引き続き、保護者と連携・協働してい

ら必要な情報が得られている保護者が ホーム＆スクール、通知との併用 A していくために、ＩＣＴを活用し必要 A くために、通知とホーム＆スクールの

80％以上 による広報活動の充実を図る。 な情報を発信していく。またﾎｰﾑ＆ｽｸｰ 両方で情報発信をしていく。（個人情報

ﾙ未登録保護者に登録を促していく。 については細心の注意を払っていく。）

２ 保護者への対応 ③学校は、「相談しやすい」と感じる保 ③日常的に担任が心配な生徒の保護者 65 86 97 生徒の「相談しやすい」が低いことが 70 90 97 職員一人一人が保護者や生徒の声に耳

・学校への信頼 護者が80％以上 と連絡を取り、保護者が気になること A 気になるが、引き続き相談室について A を傾ける意識が高まってきている成果

が生じたときに気軽に連絡できる関係 のPR活動等をしていく。 と考えられる。引き続き、担任を中心

を構築する。また、ＳＣ、ＳＳＷ、相 としながらも組織的に対応していく。

談員の相談体制について、生徒・保護 さらに、相談員による授業参観での生

者に定期的に周知する。 徒の実態把握と、生徒との距離を縮め

ていく取組をしていく。

④学校に安心して子どもを送り出すこ ④必要に応じて電話連絡や家庭訪 79 97 100 生徒の79％という数値が気になるの 82 96 100 担任を中心に、何かあったときには家

とができると感じる保護者が90％以上 問を実施するとともに保護者から A で、生徒会などから情報を吸い上げ原 A 庭に連絡するなど、きめ細かな対応の

の相談に対しては丁寧に対応する。 因を探り、対策を講じていく。 成果と考えられる。（継続していく。）

Ⅱ 確かな学力 ３ わかる授業づく ⑤｢意欲的に取り組んでいる｣と答える ⑤授業公開などを通して、授業の工夫 89 74 100 保護者アンケートの74％の対策として 92 75 100 授業内容や教材を工夫し、生徒が積極

り 生徒が80％以上 などを共有しながら指導力を高め、そ A は、学校通信や学年通信等で「はばプ A 的に授業に取り組めるようにする。

れぞれの教員が魅力ある授業作りがで ラⅡ」を活用した授業実践について発

きるようにする。 信していく。また、「学力だより？」

などで発信していく。

⑥「授業が分かる」と答える生徒が ⑥－１めあて、振り返りの時間を設定 89 70 87 保護者は、新学習指導要領に伴う評価 92 73 100 生徒の考えや疑問からめあてを設定し

80％以上 し、生徒が目的意識をもって授業に取 A について不安があるようなので、引き A て、生徒が目的意識をしっかりともっ

り組み、何を学んだかを実感できるよ 続き、情報発信及び必要に応じて丁寧 て授業にのぞめるように工夫する。

うにする。 な説明をしていく。

⑥－２シラバスを作成、活用し、どの

ように学習を進め、そのように評価す

るかを生徒や保護者に周知する。

４ 基礎的な知識・ ⑦「自力で課題を解決できるようにな ⑦ノートなどから生徒の学習状況を見 87 80 100 各教科で学習状況を見取る工夫を行 90 80 90 各教科で学習状況を見取る工夫を行い、

技能を定着させる授 った」と答えている生徒が80％以上 取って、その状況を評価し、支援が必 A い、生徒が課題を解決できているかを A 生徒が課題を解決できているかを見取

業づくり 要な場合は実施する。 見取っていく。そして生徒の状況に合 っていく。そして生徒の状況に合わせ

わせた指導を行う。 た指導を行う。

５ 学習習慣の定着 ⑧家庭学習や読書を自主的・計画的に ⑧家庭学習ノートの活用法について、 71 60 83 様々な手段で家庭学習ノートの活用を 73 62 83 学年の学習状況に合わせた課題（家庭

の工夫 に平均１時間以上取り組める生徒が 生徒や保護者に周知するとともに、担 B 発信し、保護者に周知する。シラバス B 学習ノート、セミナー、入試対策ワー

80％以上 任が点検し、家庭での学習が定着する などを活用して学習方法についての指 ク）やスタサプの宿題配信などを利用

ようにする。また、家庭学習ノートで 導を行い、生徒が積極的に家庭学習に して、家庭学習の内容を明確に示すこ

模範となる取組をしている生徒を紹介 取り組めるように支援する。 とで、意欲的に学習に取り組めるよう

し、生徒の意欲的な取組を促す。 にする。
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Ⅲ 豊かな心 ６ いじめのない温 ⑨「学校は悩みやいじめの解消に努め ⑨毎月の学校生活アンケートを実施 83 87 100 ○学校生活アンケートの結果への対応 85 90 97 ○生活アンケートやストレスチェック

かい人間関係 ている」と答えている生徒が80％以上 し、悩みを抱える生徒には二者面談な A のみだけでなく、普段から生徒の表情 A を継続して行い、生徒自身が抱える問

どを行っていく。また、生徒の生活の や学校生活の様子の変化を見ていき、 題や悩みの相談を積極的に行うように

様子を細かく見ていき積極的に声かけ 積極的な声かけや面談を行う機会を設 していく。生徒の表情や生活ノートか

を行っていく。気になる生徒には教育 けていく。個や状況に応じて、教育相 ら、生徒の気持ちの変化に気づけるよ

相談部と連携を図って対応していく。 談部、家庭、外部機関との連携を図っ うにし、個や状況に応じて、全職員で

ていく。 連携を図っていく。

⑩学級が居心地がよいと感じている生 ⑩ 学級活動では生徒が主体となる活 83 87 97 ○学級活動の時間を有効的かつ計画的 85 88 100 ○各学年の行事、進級・卒業に向けて、

徒が80％以上 動の場を設定し、プラスの評価をして A に活用し、エンカウンターやアサーシ A クラスの絆が深まるように支援を行っ

いく。また、エンカウンターやアサー ョントレーニングを行い、生徒同士が ていく。また、授業や部活動で生徒が

ショントレーニングを積極的に取り入 人間関係の構築を図れる機会を増やし 主体となる活動を増やし、生徒同士が

れ、生徒同士が理解し合える人間関係 ていく。ストレスチェックやＱーＵの 認め合える機会をつくっていく。

を構築できるような授業実践を行って 結果を活用し、一人一人にきめ細かな

いく。 対応をしていく。

７ あいさつや時と ⑪進んであいさつをしたり、正しい返 ⑪教師側が生徒の模範となるように、 92 82 90 ○生徒主体の挨拶運動を継続して行 92 86 90 ○生徒主体の挨拶運動を継続して行う。

場に応じた適切な言 事ができる生徒が80％以上。 積極的に挨拶を行っていく。生徒会や A い、教師が見本となり、挨拶を推進し A 授業の始まりと終わりの挨拶も、各ク

動をとることのでき 生活委員による毎週の挨拶運動を継続 ていく。返事の場面では粘り強く返事 ラスでしっかりとできるように粘り強

る生徒の育成 していく。朝の健康観察では生徒一人 をさせていく。 く指導していく。

一人呼名を行い、粘り強く返事をさせ

ていく。

８ 規範意識に基づ ⑫学校や家庭のきまりや約束を守って ⑫教員間で共通理解を図り、教師側の 94 85 100 ○全職員で学校生活におけるきまりに 96 87 97 ○全職員で学校のきまりを再確認し、

いて判断し行動でき 生活している生徒が80％以上 ぶれない指導を軸に良いことは褒め、 A ついて共通理解を図り、ぶれない指導 A 来年度に向けて見直しを行っていく。

る生徒の育成 悪いことは徹底して悪いと指導する態 を徹底し、複数の教員で組織的に対応 また、生徒からの意見も取り入れ、生

度を示す。職員全体で生徒が自ら考え していく。また、個に応じたきめ細か 徒会を中心に決まりについて話し合い、

行動できるような指導をしていく。 な指導も実践していく。 決まりに対する生徒の意識を高めてい

く。

Ⅳ 進路・生き ９ 進路学習や指導 ⑬学級活動における進路学習や総合的な ⑬３年間のキャリア教育を見通して、 81 80 93 80%の生徒が自分の進路について考え 86 89 93 各学年の段階にあった進路指導が行わ

方 態勢の充実 学習の時間などの体験活動を通して自己 生徒が主体的に自己の生き方や進路選 A られているが、１年次から進路への意 A れており、生徒・保護者共に意識が高

の生き方を考えている生徒が80％以上 択を考えられるような指導や働きかけ 識を高められるような働きかけを充実 まってきている。引き続き、３年間を

を行う。 させていく。 見通した指導を継続していく。

10 将来の夢や希望 ⑭将来の夢や希望する進路について親 ⑭定期的に生徒、保護者と二者面談や 77 82 90 進路について考えているが、保護者と 82 85 97 三者面談を経て、家庭で進路について

を育むこと 子で話し合っている生徒が80％以上 三者面談を実施したり、全学年でキャ B 話す機会が少ないという結果になっ A 話す機会が増えたことと、学年ごとの

リア教育に関する通信を発行したりす た。進路学習の授業で、親子で共に考 進路を意識した学習面のサポートなど

るなど、進路に対しての意識を高める えられるような指導の手立てを考え が生きている。継続して行っていきた

働きかけを行う。 る。 い。
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Ⅴ 健康・体力 11 基本的生活習慣 ⑮朝食をとっている生徒が90％以上 ⑮⑯保健委員会の活動を通して、生徒 94 95 80 保護者との面談機会を通して、投げか 94 98 73 保健委員会の中で把握した四中生の実

の定着 の実態を把握する。また、その結果を A けていく。また、学校保健委員会のテ A 態を生徒全員に周知し、自分の生活を

⑯十分な睡眠時間を確保している生徒 もとに、各教科や部活動等で、朝食、 80 76 86 ーマとして、生徒が主体的に考えられ 81 75 83 見直す機会を設ける。また、テスト前

が90％以上 睡眠、生活リズムを整えられるよう指 B るようにしていく。 B に学習計画表の中に生活リズム表を加

導していく。 え、生徒自身が自ら生活習慣を整えよ

うとする気持ちを育む。

12 体力向上 ⑰体を動かす工夫をするなど運動（部 ⑰生徒が、運動を楽しんで活動す 85 81 83 補強運動の工夫を行い、怪我予防の観 80 76 97 授業改善だけでなく、部活動や朝トレ

活動・体育の授業を含む）や地域のス ることで、体力向上につなげるこ A 点から体力向上につなげていきたい。 A などを実施し、生徒の主体的な取組に

ポーツ活動などに取り組んでいる生徒 とができるように、活動するグル 授業では、進んで運動に取り組める工 よる体力向上を図っていく。また、体

が80％以上 ープ内の人間関係や活動場所の環 夫をしていきたい。 育的活動の成果を積極的に発信し、保

境を整備すると共に教員同士や地 護者との協力体制も構築していきたい。

域のスポーツ組織と連携をとる。

Ⅵ 安全確保 13 学校の安全対策 ⑱「学校は安全である」と感じている ⑱毎月の安全点検を行うとともに、日 79 94 100 生徒はやはり教室の床を危険と感じて 81 91 93 職員一人一人の安全意識の高まってき

生徒・保護者が80％以上 々の授業や部活動等で気がついた修繕 B A いるので、夏季休業中にできる限り対 A A ている。しかし、生徒の怪我は減って

箇所などはその都度報告をすることを 処していきたい。 いないので、生徒への繰り返しの声か

促し、早急に対応していくよう努める。 け指導を行っていく。

14 地域の安全対策 ⑲安全に通学できるよう、交通ルール ⑲日々の短学活や道徳等の授業、行事 98 98 97 生徒への注意喚起、朝の交通安全指導 98 97 97 担当が企画した、ダミー人形の衝突実

に気をつけて登下校できる生徒が100% 等の特別活動などを通して、交通安全 B により、生徒の安全意識が高まってき B 験や月一交通安全指導により、生徒の

の意識を高められるように、生徒に継 ている。どんな場面でも安全意識を持 交通安全意識が高まってきている。（継

続的に啓発していく。 てるようにさせたい。 続指導していく）

15 感染症対策 ⑳学校の感染症対策が適切に行われている ⑳感染対策については、生徒や学校の 97 99 97 デルタ株への対策として、今までの取 98 100 100 オミクロン株への対策として、睡眠を

と感じる生徒・保護者が80％以上 実態や流行状況に応じて、改善を重ね A A 組を検証しながら必要であれば新たな A A 充分にとり、抵抗力を高めることに重

ていく。また、保護者通知などを通し 感染症対策をしていく。 点をおきたい。生徒が自分で自分を守

て保護者と連携・協力して感染対策を ることができるよう、働きかけをして

していく。 いく。

Ⅶ 組織運営 １ 学校経営の協働 ❶「組織の一員としての自覚をもって ❶校務分掌の担当に声かけし、担当の 93 それぞれの担当者が責任感を持って連 100 職員一人一人が、自分の分掌に対して、

参画システムの構築 担当の校務分掌に意欲的に取り組み、 分掌への自覚を高めるとともに、結果 A 携・協働し取り組んでいる。今後は、 A 責任を持って取り組むことができてい

職員の理解や協力が得られている」と だけでなく、取組についても称賛しや 業務の効率化をより一層推進してい る。業務の効率化や、行事等の見直し

答えている教職員が80％以上 りがいが持てるようにする。 く。 という視点で来年度につなげていく。

❷「職員会議や学年会議等が情報交換 ❷会議の効率化と共通理解を深めるた 93 学年主任や各主任が先生方へ必要な情 97 学年主任や各主任が先生方へ必要な情

や課題検討の場として機能している」 めに、事前の丁寧な準備について指示 A 報を流すことで、会議の効率化が図ら A 報を流すことで、会議の効率化が図ら

と答えている教職員が80％以上 をする。Ｃ4ｔｈの連絡掲示板を活用 れてきている。今後も業務の効率化を れてきている。今後も業務の効率化を

し、随時必要な意見交換ができるよう していく。 していく。

にする。
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❸「教職員間の相互理解が十分なされ、 ❸職員が明るく元気に仕事ができるよ 93 各主任が事前に関係者と打合せをして 100 各主任が事前に関係者と打合せをして

信頼関係に基づいた教育活動を行って うに、学年主任等の運営委員に、目配 A いることがこのような結果につながっ A いることが結果につながってきている。

いる」と答えている教職員が80％以上 り、気配り、心配りするよう依頼する。 ている。引き続き、信頼関係に基づい 引き続き、信頼関係に基づいた教育活

た教育活動をしていきたい。 動をしていく。

❹「日々の教育活動における問題意識 ❹当初の人事面談において、「公私と 90 学年主任や中核となる教員により、風 100 学年主任や中核となる教員により、風

や悩みについて、気軽に話し合える職 もに伝えておきたいことがあります A 通しのよい職場環境ができていると考 A 通しのよい職場環境ができていると考

場の人間関係ができている」と答えて か」などと投げかけ、気軽に相談でき えられる。引き続き、風通しのよい職 えられる。必要に応じて、ＳＣ面談等

いる教職員が80％以上 る体制づくりをしていく。 場環境作りに努めていきたい。 を実施していく。

❺「教室内外の環境整備に向けて努力 ❺学校としての努力点の一つとして、 97 他者からの評価を踏まえると改善され 97 ２学期末の清掃強化週間により、校内

している」と答えている教職員が80％ 教室環境（きれいな教室・安全な教室） A た部分も多いが、不十分な部分もある。 A 美化が推進され、学校評議員などの地

以上 を掲げ、職員・生徒の両者が高い意識 今後は、専門委員会とも連携した学校 域の方からも高い評価を受けた。愛校

で環境整備に取り組めるようにする。 美化活動を取り入れていきたい。 心につなげていきたい。

❻「この職場は、教職員の服務規律確 ❻－１毎月末に「服務規律チェックリ 90 職員の言動から服務規律確保の意識の 97 職員間の言動から規律確保意識の高ま

保への自覚が高い」と答えている教職 スト10」で自己評価させ、服務を守る A 高まりを感じる。引き続き、ストレス A りを感じる。小さなほつれから大きな

員が80％以上 意識を高く保てるようにする。が継続 を抱えて、校務内だけでなく校務外で 問題に発展しないよう、引き続きチー

できるようにす の非違行為などが発生しないよう風通 ム四中でよりよい学校を目指していく。

❻－２服務に係わる新聞記事があった しのよい職場づくりをしていきたい。

場合、朝の打合せで情報提供していく。

２ 学習指導・生徒 ❼生徒一人ひとりを大切にした授業づ ❼単位時間毎にねらいに即した明確な 100 ○授業研究班において、引き続き「め 100 ○一人1＋α授業において、「めあて」

指導の推進 くりや生徒との信頼関係づくりに努め 「めあて」を生徒全員に共有させると A あて」の共有と「振り返り」の設定を A の共有と「振り返り」の設定を意識し

ている教職員が100％ ともに、授業後半には「振り返り」の 意識した問題解決的な授業を展開する た問題解決的な授業を実施するととも

時間を設ける。また、「めあて」の設 とともに、前期指導主事訪問を通して に、前・中期指導主事訪問を通して得

定おいては、生徒が主体となるように 得られた課題についても意識しながら られた課題について、改めて全体で確

工夫する。 班内での検討を行っていく。 認を行いながら、今年度の振り返りを

進めていく。

❽「積極的に授業を見合い、互いに学 ❽授業検討部会内での授業公開を積極 84 ○授業研究班で授業づくりを引き続き 90 ○後半の一人1＋α授業公開を計画的に

び合うことによって自分の授業づくり 的に行い、自身の担当教科以外の授業 A 行っていくとともに、授業研究班内や A 実施していくとともに、来年度以降の

に生かしていると答えている教職員が8 も参考にしながら活発な意見交換を行 教科部会内での計画的な授業公開を実 授業公開の在り方についても検討を行

0％以上 っていく。 施していく。 っていく。

３ 公文書や個人情 ❾「各種文書・データ等は、校務分掌 ❾フォルダを統一の形式で分掌/学年 93 ○フォルダの統一、C4thの掲示板・個 100 ○共有フォルダの階層を見直し、所在

報等の情報の適切な や担当ごとに適切に管理されている」 分けしたり、C4thの掲示板・個人連絡 A 人連絡機能の活用を継続していく。ク A がわかりやすい状態を維持していく。

管理 と答えている教職員の80％以上 機能を活用したりして、必要な担当に ラウド活用が増加していくため、学習 クラウド上の学習データについての意

必要な情報を情報交換することができ に関するデータ等の権限設定を確認す 識、パスワード管理の啓発などの情報

るようにする。 る習慣を付ける。 モラル研修にも務める。

➓「個人情報が確実に保護され、管理 ➓緊急連絡先・成績等の個人情報の所 97 ○緊急連絡先・成績等の個人情報を保 97 ○緊急連絡先・成績等の個人情報管理

が徹底されている」と答えている教職 在をはっきりし、施錠を確実に行う。 A 管する所在をはっきりさせる。また、 A を徹底する。また、毎月の服務規律確

員が80％以上 また、毎月の服務規律確認に併せて個 毎月の服務規律確認に併せて個人情報 認に併せて個人情報に関する点検を継

人情報に関する点検を行う。 に関する点検を継続していく。 続していく。

４ 感染症対策 ⓫「この職場は、教職員の感染症対策への ⓫－１国や県、市の新型コロナウイル 93 養護教諭、保健主事、体育主任を中心 97 養護教諭、保健主事、体育主任を中心

自覚が高い」と答える教職員が90％以上 スの感染対策を共有し、同一歩調で感 A に、持続可能な感染症対策を行ってい A に、感染状況に応じた感染症対策を行

染対策をしていく。 る。夏季休業中には、カーテンを洗う っている。今後も、最新の情報をキャ

⓫－２生徒指導部会（コロナ対策推進 など、さらなる感染対策を行った。引 ッチしながら、国や県、市の指導の下、

部）や職員会議で感染対策について点 き続き、感染状況を踏まえた感染体躯 必要な感染対策をしていく。

検評価し、見直しをしていく。 をしていく。
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